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看護学の場合、基本的に学術雑誌に投稿される前の論文を学位論文とします（次ページ参照）。

そのため、投稿予定先の学術雑誌の投稿規定等と照合し、学位論文を機関リポジトリで公開することが二
重投稿にあたらないかを確認の上、学位論文本文の公開日を決める必要があります。その後、以下の手
順に従い、『インターネット公表に関する承諾書「論文の公表に係る確認事項」記載のための投稿先雑誌著
作権ポリシー確認方法』で「Submitted version」「査読前論文」の公開ポリシーをご確認ください。

どの論文をSWANで公表するか

出版社
（publisher）

査読者
（referee）

編集者
（editor）

著者
（author）

校正

出版社
版

冊子

原稿形式（テキスト＋図表）

抜刷

レイアウト調整、誤字・脱字校正

Published version

Submitted version (AOM)

雑誌掲載レイアウト

Accepted version (AAM)

査読後論文査読前論文
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Submitted version, Accepted version, Published version各語はopen policy finder記載の定義を使用しています。

参照： https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/help/glossary



“
博士（看護学）の学位を授与された者は、
学位論文が学術論文として印刷、公開されるよう、指導教員の指導
のもとに、学位を授与された日から1年以内に関連分野の国際レベ
ルの学術雑誌又は全国レベルの学会の学会誌に原著として投稿し
なければならない。
ただし、学位が授与される以前に既に公開している場合は、この限
りではない

”

（「学位申請の手引き（看護学専攻博士後期課程）」より）

看護学の博士論文の場合、学位授与以前に学位論文を学術雑誌に投稿・公開している場合もあります。そ
の際は以下の手順に従い、「出版社版」「Published version」、「査読後論文」「Accepted Version」の著
作権ポリシーをご確認ください。
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どの論文をSWANで公表するか



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法

1

2

open policy finder
( https://openpolicyfinder.jisc.ac.uk/ ) へ行き、
掲載誌のタイトル、ISSN、出版社名等で検索を行う。

複数の候補が出てきた場合、
Journalタブの中で適切なタイトルを選択する。

Nature Meで検索したとき
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次ページへ



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法

3 雑誌タイトル項目下のJournal policy以下に、
Published version, Accepted version, Submitted 
versionそれぞれの条件が記載されている。条件を確
認して「インターネット公表に関する承諾書」の該当欄
に記載する。

条件の詳細は で表示される。

• Embargo（刊行後、リポジトリ等での公開までの猶予期
間）の指定がある場合、承諾書の該当欄に月数をご記入
ください

• 次の場合、機関リポジトリSWANでの公表ができません

 No *** version in place. と記載されている

 Location（公開可能な媒体を示す項目）中にAny Website、
Any Repository、Institutional Repository、Non-
Commercial Repositoryのいずれかが含まれていない

 Locationに問題はないが、詳細画面で「This option has 
an Open Access fee associated with it」等の Open 
Access fee が必要であることが示された上、オープンア
クセスの料金を支払っていない（オープンアクセスの料金を
支払っている場合は、承諾書の空欄にその旨を記載の上、「公
開が可能」にチェックを入れてください）。

• 1つのversionに対し、複数の条件が存在する場合は、内
容を見比べ、投稿の状況に相当する項を採用してくださ
い（いくつかの事例は、次ページ以降で紹介しています）。

page4

Nature Medicineで検索したとき



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法
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確認すべきVersion特徴原稿の名称

・査読を受ける前の原稿
・初稿

プレプリント / Submitted Version、Preprint、
Author's Original Manuscript(AOM)

・出版社からアクセプトされる直前に著者が提供した
原稿（アクセプト後のものと内容としては同一）

・雑誌掲載用のレイアウトが付いていない段階の原稿
・査読通過後・修正済み（Proof前）の版

著者最終稿 / Accepted Manuscript(AM)、
Author Accepted Manuscript(AAM)、postprint、
Accepted Version、Author Manuscript、
Accepted Article

・アクセプトされ校正も完了した原稿
・雑誌掲載用のレイアウトが付いている段階の原稿
・最終的に公開された版

出版社版 / Version of Record(VoR)、
Published version、Final Published Version

参考



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法

例 ①Published versionの公開条件が表示されている。 ②OA料金を支払っている場合※、
③出版後すぐに ④SWAN上でPublished versionの論文公開が可能となる。
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①バージョンはここで確認
②この項に表示されている

条件が適用されるためには
OA料金を支払う必要があ
ることを示している

③Embargo期間がないこと
を示している

④Any Websiteがあるため、
機関リポジトリである
SWANで公開可能

※オープンアクセスの料金を支払って
いる場合や、投稿料にオープンアクセ
スの料金が含まれている場合は、承
諾書の空欄にその旨を記載の上、「公
開が可能」にチェックを入れてください



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法
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②Embargo期間は6か月

③Institutional Repository
とあるため、機関リポジトリ
であるSWANで公開可能

例

①バージョンはここで確認

①Accepted versionの公開条件が表示されている。
②出版から6か月後に ③SWAN上でAccepted versionの論文公開が可能となる。



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法
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②Prerequisite Fundersに
は対象となるファンドが記
載されている

④Institutional Repository
とあるため、機関リポジトリ
であるSWANで公開可能

例 ①Accepted versionの公開条件が表示されている。 ②対象ファンドから資金援助を得ている場合のみ、
③出版から12か月後に ④SWAN上でAccepted versionの論文公開が可能となる。

③Embargo期間は12か月

①バージョンはここで確認



外国雑誌の著作権ポリシー確認方法
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例 ①Submitted versionの公開条件が表示されている。
②出版後すぐに ③SWAN上でSubmitted versionの論文公開が可能となる。

①バージョンはここで確認

②Embargo期間がないこと
を示している

③Institutional Repository
とあるため、機関リポジトリ
であるSWANで公開可能



日本の雑誌の著作権ポリシー確認方法

1 著作権ポリシー確認ツール(https://app.lib.shimane-
u.ac.jp/policy_checker/scpj.php) にアクセスし、掲載
誌のISSNを検索窓に入れ、「実行」をクリック

確認ツールの検索窓にISSNを入力した状態

page10

ISSNはハイフンがあっても
なくても検索可能です

次ページへ



日本の雑誌の著作権ポリシー確認方法

2 実行後に表示される条件を確認して、「インターネット公表に関する承諾書」の該当欄に記載する。

• Embargo（刊行後、リポジトリ等での公開までの猶予期間）の指定がある場合、承諾書の該当欄に月数をご記入ください

• 次の場合は機関リポジトリSWANでの公表ができません

 ポリシー項に「White(アーカイブを認めない)」と記載されている
※「Gray(検討中)」の場合、別途図書館から学会等に問い合わせますのでご依頼ください

 公開場所項に機関リポジトリが含まれていない

上記例の場合、①Published versionのみ、 ②12か月のEmbargoの後 ③ SWAN上での論文公開が可能となる。
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例 ISSN「1884-684X」で検索したとき

①ポリシー項に「査読後論文のみ認める」、出版社版の利用項に「利用可能です」とあるためAccepted version、
Published versionのいずれかが公開可能と判断できるが、「備考」に「出版社版のみ可」とある

②公開条件に「刊行後1年間は会員のみの閲覧制限」とあるため、Embargo期間は12か月
③公開場所に機関リポジトリが含まれるため、機関リポジトリであるSWANで公開可能



日本の雑誌の著作権ポリシー確認方法

上記例の場合、①どのバージョンの論文でも、 ②なにかしらのEmbargoを経て ③ SWAN上での論文公開が可能となる。

page12

①ポリシー項に「査読前・査読後どちらでも認める」、出版社版の利用項に「利用可能です」とあるためSubmitted 
version、Accepted version、Published versionのいずれも公開できる。
②公開条件に「猶予期間を遵守すること」とあるため、Embargoは存在するが、具体的な期間が不明であるため、
学会に問い合わせる必要がある。
③公開場所に機関リポジトリが含まれるため、機関リポジトリであるSWANで公開可能

例 ISSN「1446-9235」で検索したとき



エルゼビアから発行されるジャーナルに掲載された論文は
博士論文に限り出版後すぐに（エンバーゴなしで）出版社版公開が可能です

例外
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ポリシー確認不要の雑誌について

学位論文（博士論文）の場合は、学位授与機関はエンバーゴ期間に関係なく、機関リポジトリにて論文の出版社版
PDF（全文）を公開することができることをエルゼビア社に確認済です。（2024年11月8日）



問い合わせ先

附属図書館本館リポジトリ担当

cat@lib.shimane-u.ac.jp

著作権ポリシー確認ツールで
Grayと表示されるジャーナルの著

作権ポリシーを調べてください

open policy finderや
著作権ポリシー確認ツールで

出て来ないジャーナルが
あるのですが……

調査して、回答いたします


